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ケ

イ

ン
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の

費

用

園

式

青

山

秀

夫

序

周
知
の
よ
う
に
、

I
・
M
-
ケ
イ
ン
ズ
は
コ
般
理
論
」
第
六
章
で
、

*
 

が
ら
、
猫
特
白
費
用
園
式
を
展
開
し
て
い
る
。
先
官
、
と
の
費
用
園
式
は
、
と
れ
ま
で
白
、
例
え
ば
A

・
マ
ー
シ
ャ
ル
が
代
表
的
に

展
開
し
た
よ
う
な
、
倖
統
的
「
古
典
的
」
費
用
園
式
と
く
ら
べ
た
場
合
、

E
ラ
い
う
一
般
的
特
徴
を
も
っ
て
い
る
か
。
体
統
的
費
用

園
式
が
普
通
白
原
健
計
算
、
普
通
白
損
益
計
算
書
を
念
頭
に
蒔
い
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
に
劃
し
て
、
そ
れ
が
背
景
k
b
く
白
は
、

「
使
用
者
費
用
」

「
要
素
費
用
」
な
ど
の
概
念
を
使
い
な

棚
卸
資
産
白
増
加
や
固
定
設
備
白
維
持
増
強
な
ど
を
と
れ
に
附
加
え
た
も
の
、
い

b
ば
「
扱
張
さ
れ
た
損
盆
計
算
書
」
で
ゆ
る
|
|
乙

う
言
。
て
ケ
イ
ン
ズ
白
費
用
樹
式
を
一
般
的
に
特
徴
や
け
る
と
と
が
で
き
、
ま
た
、
か
よ
う
に
見
る
と
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
倖
統

的
費
用
園
式
と
の
閣
の
つ
な
が
り
が
、
一
一
厨
は
ヲ
ま
り
し
て
〈
る
占
う
に
訟
も
わ
れ
る
。
貨
際
、
ケ
イ
ン
ズ
白
費
用
園
式
で
最
も
扱

い
に
〈
い
、
あ
の
「
使
用
者
費
用
」
の
概
念
も
、
か
よ
う
に
考
え
る
と
、
或
る
程
皮
、
捉
え
や
す
く
な
る
。
と
と
ろ
で
、
こ
う
い
う

ケ
イ
ン
ズ
の
新
機
軸
に
謝
し
て
、

一
関
わ
れ
わ
れ
は
、
ど
と
ま
で
新
し
い
も
む
を
期
待
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
、
園
田
珂
所

得
の
形
成

E
企
業
の
活
動
と
結
び
ワ
け
て
考
え
る
相
場
合
に
は
、
た
し
か
に
そ
れ
は
好
都
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
商
品
白
債
格

1

形
成
機
構
白
供
給
側
を
分
析
し
よ
う
と
い
う
場
合
、
と
の
費
用
園
式
は

E
こ
ま
で
放
果
的
か
、
と
い
う
艇
に
な
る
と
、
資
は
可
成
り

ケ
イ
ン
ズ
田
町
費
用
問
式

第
宍
十
丸
答

第
一
二
一
揖



ケ
イ

y
ズ
叩
費
周
囲
式

第
六
十
九
巻

第
一
二
一
旗

}ー

疑
わ
し
い
。

よ
.
戸
剛
侭
管nr。』fMちヨpE5伶E窃
同

.Ji

骨骨

P
号
ミ

M
吋1
ヨ手b常言、=、
3骨占弐¥同申、長、屯氾

εさ邑

切
F砂君4
"冒宮同包u
同

E
門&凶同r
D
4詩何え5同
巨
回
自
?
て
.
-
な
お
「
一
般
理
論
」
か
ち
り
引
用
に
つ
い
て
は
、
以
下
車
に
頁
散
だ
け
記
す
と
と
に
す
石
。

本
稿
で
は
、
た
だ
と
れ
だ
け
白
こ
と
を
叙
べ
よ
う
と
烏
も
う
。
別
に
識
者
の
御
注
意
を
願
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
白
事
柄
で
は
な
〈
、

以
下
は
皐
に
一
簡
の
私
的
血
明
書
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
昨
今
の
事
情
か
ら
、
関
係
文
献
を
充
介
照
合
で
き
な
か
っ
た
と
と
も
、
治
こ

と
'
わ
り
し

τ
島
か
ね
ば
な
ら
ね
。機

克
き
れ
た
損
金
計
算
書

ケ
イ
ン
ズ
の
費
用
園
式
を
考
え
る
場
合
に
は
、
普
通
の
損
昼
計
算
書
で
は
な
〈
、
そ
れ
を
披
充
し
た
も
白
を
背
景

に
.
置
〈
の
が
好
都
合
で
あ
る
。
と
の
披
充
さ
れ
た
損
集
計
算
書
を
、

R
a
z
z注
目
P
B
E
m
m
Z
Z
H
Z
E
w
w
と
よ
ぷ
か
、
立
町
田
宮
ァ

方

。
E
司巳

ω
E
Zロ
百
口
付
ご
と
止
ぷ
か
、
そ
れ
と
も
、

E目
V
E
L
Z
E
Fロ
ω
E
Z
E
O己
ョ
と
よ
ぷ
か
、
己
D
賠
は
左
う
で
も
い
い
か
、
何
れ
に

し
て
も
、
先
ム
ナ
と
の
損
益
計
算
書
白
抜
充
か
ら
設
明
を
は
じ
め
る
の
が
便
宜
で
あ
る
。

取
も
っ
と
も
何
回

E四四
Ha
・
民
主
主
主

LTS署
員
長
、
骨
言
語
、
入
者
与
三
回
世

P
-
v
E・
に
い
わ
酔
る
=
官
。

E
5
5自
己
防

F
E
E
t
-
は

E司
ヨ

z
t
M
n
B車
工
か
ふ
〈
ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
的
場
骨
自
主
う
に
、

B
E
E
S
-日
目
。
岡
田
句
3
耳
目
m
Z
O崎町
w
a
S
E
G
E
a
"
は
骨
ん
で
い
な
い
。

上
記
の
通
り
、

簿
記
曾
計
皐
の
専
門
書
が
示
す
と
う
り
、
原
慎
計
算
が
計
算
し
、
損
盆
計
算
書
が
表
示
す
る
の
は
、

2
1
;
E
¥・
REE--)
白
製
遇
、
時
四
寅
に
要
し
た
経
費
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
沓
本
取
引

Z
E
-
-
E
E
E
)
に

或
る
期
間
中
寅
れ
た
商
品

属
す
る
牧
支
は
そ
れ
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
す
左

b
ち
、
固
定
設
備
の
維
持
増
強

(
Z
E
E
L
E
O
E品
目
官

2
8
2円
。
崎
町
尚
昆

Z
E匂
E
E
Z
)



モ
ζ

に
加
算
さ
れ
て
は
な
ら
ね
。
同
様
。
理
由
か
ら
ま
た
、
原
料
・
仕
掛
品
・
製
品
な

E
O

棚
却
費
産
の
減
少

{
E
B
S
4
a
R
E
S
が
費
用
陀
加
え
ら
れ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
‘
山
口
4
2
5
q
町
2
2自
は
、

且管長

そ
の
た
め
の
粧
費
は
損
費
か
ら
除
か
れ
る
。

に
闘
す
る
計
算
は
、
原
則
と
し
て
は
、

牧
入
か
ら
除
か
れ
、

*
非
樺
業
枚
支
自
商
項
目

AEE!。
唱
百
件
百
四
民
何
回
出
)
の
ζ

左
に
は
、
こ
こ
で
は
〈
・
わ
し
く
立
入
ら
な
い
。
も
ヲ
と
も
、
要
素
費
用
白
一
項
目
と
し

て
利
子
が
あ
ち
わ
れ
る
か
ち
、
非
管
業
牧
文
&
度
外
関
し
て
し
全
う
と
い
え
ば
、
吉
い
過
ぎ
T
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ζ

も
、
現
官
自
錯
雑
し
た

金
融
蚕
本
的
関
係
を
と
り
入
れ
る
と
ζ

ろ
ま
で
は
、
問
題
は
現
費
化
し
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。

t
ケ
イ
ン
ズ
か
流
動
資
本
(
E
官
民

E
Z巴
L
刷。邑
m
E

町
内

Rr)
作
業
資
本

(
4
2
E白
m
E官
E
W
向。。骨

E
官
R
g♂
4c持
吉
田
尚
晶
お
切
る
と
呼
ん

も
の
を
、
わ
れ
わ
れ
は
棚
卸
資
産
(
目
当
E
Z
W
)
と
し
て
一
括
す
る
。
ケ
イ
ン
ズ
の
柿
動
資
本
位
、
宣
喜
邑
由
。
。
骨
園
田
E
E
4
と

E
E
E

E
d
E
E占
と
で
あ
り
、
惜
業
費
本
は

4
5
F
E
官

d
n
z
m
M
Z
E
E
4
で
あ
る
。

ケ
イ
ン
ズ
の
概
念
お
よ
び
記
慨
を
う
か
つ
て
と
の
と
と
を
む
べ
れ
ば
、
事
態
が
一
一
暦
は
う
ま
り
し
よ
う
。

使
う
記
披
を
一
覧
表
に
し
四
頁
白
表
1

に
か
か
げ
た
。
大
躍
ケ
イ
ン
ズ
白
逼
b
で
め
る
が
、
説
明
白
必
要
上
、
ふ
言
、
E
J
A回
J
-
3
8
2
3・
3

X

「
意
外
の
損
失
」
を
炉
で
現
わ
し
に
J

(
便
宜
的
に
曲
、
本
稿
で

骨
新
し
く
設
げ
、

企
業
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

E
庚
義
に
解
す
れ
ば
、
そ
の
期
間
中
の
育
上
製
品
A
だ
け
で
な
〈
、
棚
卸
資
産
白
増
加
島
主
び
間
定
設
備

の
維
持
増
強
を
も
ー
そ
の
中
に
数
え
う
る
。
便
宜
上
、
後
二
者
を
今
「
賀
上
以
外
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」
と
よ
び
、
し
た
が
ワ
て

。E-M臣
H
E
r
n
-
u
S
F
E川
三
甘
さ
o
E
E
H
古
口
E
耳
切
、
友
喜

R
E払
E
O
E
p
n
o
p
E
E
M
E話
自
百
円
。
『
回
目
ι
2
C
M司
E
S
Zと

と
す
れ
ば
、
と
の
「
占
史
上
以
外
む
産
出
高
」
を
も
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
考
え
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
慎
計
算
・
損
益
計
算

と
の
庚
義
の

7
ウ
ト
・
プ
ッ
ト
で
は
な
〈
、
ケ
イ
ン
ズ
の

A
、
す
な
わ
ち
、
責
上
だ
け
で
あ
る
。
そ
と
で

書
が
問
題
と
す
る
の
は
、

問
題
な
の
は
、

A
と
そ
の
た
め
白
経
費
と
の
比
較
で
あ
る
。

ケ
イ
ン
1

0
費
用
圃
式

第
六
十
九
倍

第
一
二
一
腕

一



ケ
イ

Y
ズ
の
措
置
用
岡
式
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、九

ケ
イ
ン
、
ス
が
ん
で
あ
ら
わ
す
「
他
企
業
か
ら
白
作
入
れ
」
陀
つ
い
て
い
う
て
も
、
営
然
そ
こ
に
二
つ
の
部
介
が
直

則
さ
れ
る
。
第
一
は
、
今
期
中
販
寅
製
品
に
轄
化
し
た
原
貯
の
場
合
の
土
う
忙
、
鼠
(
推
計
算
書
の
損
費
に
計
上
さ
れ
る
も
の
で
あ

Z
。

今
と
れ
を
、
』
二
回

F
O
印

E
可
E
O
R
。町】
U
E』
凶
作
凶
出
品
円
。
ωω

と
い
う
意
味
で
、
』
p
q
a
2
b
で
あ
ら
わ
ず
。
し
か
し
、
企
業
が
買
っ

た
機
械
白
よ
う
に
、
仕
入
れ
が
「
買
上
以
外
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」
の
た
め
り
も
の
で
あ
る
場
合
忙
は
、
そ
れ
は
損
益
計
算
書
に
出
て

こ
な
い
。
い
ま
と
の
部
分
を
却
で
あ
ら
わ
せ
ば
、
こ
れ
が
ム
の
今
一
つ
の
部
分
ず
あ
る
。

要
素
費
用
F
に
つ
い
て
も
同
様
尽
と
と
が
有
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
要
素
費
同
の
大
部
分
は
、
今
期
由
民
上
製
品
の
た
め
に
つ
か
わ
れ
、

し
た
が
う
て
、

い
ま
と
れ
を
L

『
玉
、
、
と
で
あ
ら
わ
ず
。
し
か

L
、
ケ
イ
ン
ズ
自

身
も
考
え

τ
い
る
よ
う
に
、
企
業
が
直
営
で
設
備
を
維
持
増
強
す
る
よ
』
つ
な
場
合
も
あ

Z
。
要
素
費
用
に
も
「
買
上
以
外
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
」

ω
た
め
白
も
の
が
あ
り
う

Z
わ
け
で
あ
る
。
い
ま
と
れ
を

P
と
上
べ
ば
、
要
素
費
用
F
も
ま
た
、
官
言
、
、
土
主

F
と
か
ら

し
た
が
っ
て
、
損
谷
計
算
書
の
損
費
に
計
上
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

成
る
わ
け
で
あ
る
。

企
業
の
牧
支

ω
う
ち
、
普
也
の
損
益
計
算
書
が
扱
う
の
は
、
上
記
の
ご
と
者
部
介
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

E
Z庄
司
自
由
て
}
山
口

Pσ
出

E
E
E百
円
。
「
聞
E
E
Pロ
品
円
。
田
川
』
l
(人
子
宮

2
b
+
同一言

2
3
+巴
o
y
o
n
V仲間。ロ)

で
あ
り
、
損
益
計
算
書
は
と
の
開
係
を
財
務
諸
表
特
有
の
あ
白
形
式
で
表
示
し
た
も
の
に
他
念
ら
な
い
(
次
官
且
虫
垂
2
参
院
)
。

取
も
ち
ろ
ん
、
開
車
心
た
め
、
租
積
(
間
接
続
、
法
人
積
年
)
枇
官
保
障
問
保
引
賞
金
、
移
輔
所
得
な
ど
は
度
外
観
し
て
い
る
。
な
布
、
減
個
償
却

費
を
J
W

プ
ヲ
ス
Y
で
あ
る
わ
ん
た
と
と
忙
つ
い
て
は
後
に
設
問
す
る
。

か
よ
う

ι、
説
経
計
算
書
は
コ
買
上
以
外
白
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」

1
5
2
5
3
5
2
t
y
ラス

J
E
E
B
3
2
Eゐ
E唱
E
Z
E
S
。h

Tazt唱
Ez--)
を
取
除
い
て
い
る
が
、
改
め
て
と
れ
を
取
入
れ
、

い
わ
ば
庚
義
白
ア
ウ
ト
プ
ァ
ト
金
慢
に
つ
い
て
牧
支
を
計
算

ケ
イ
ン
ズ
白
費
用
園
式

嬉
中
ハ
十
九
品
世

五

第
一
・
一
一
按

五



ケ
イ
ン
ズ
の
費
用
圃
式

Income Statement for a Firm 衰 2

x x x Salε，A Pt\rcha.~e~ fro~ othcr firm~ 

x )( :lOt: A，(.如何L)

x x x Factor Cost .l!(in pIL) 

X X X 

x x x 

Deprecia.tion 1t' + V 

Net Profit 

X x x xxx 

Input-Output Statement f01" a Firm 表 3
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t
 

酎n
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v
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r
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e
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s

i

 

白

M
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n

 

u
v
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旧

J

叫

す

担

町

泊
t

疋

n

t

 
n
 

e

i

 

V

拡

h

M

 

Sales A 

X X x 

日.Ilchas田 fromother firm~ 

A[ (incl. of /h~') xxx 

Faclor I，;:Ul:jt 

x x x of fiヌedequipment x x x F (incl. of j牌〉
第
六
十
九
巻

.. x x x 

... x x x 

x x x 

Depreciation u' + V 

大

第
一
二
一
揖

XXX  

す
る
と
と
が
、

と
と
に
い
わ
ゆ
Z
損
益
計
算
書
官
の

擁
充
で
あ
る
。

と
の
撰
充
は
、
恐
ら
く
上
表
3
に
上
っ
て
最
も

端
に
的
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
の
表
で
、
表
日

に
く
ら
べ
て
、

京
側
忙
痩
化
が
お
と
る
の
は
常
然
・

で
あ
る
が
、
ま
た
、

と
れ
陀
臨
じ
て
た
側
に
も
獲

ル加が
k
d

と
る
と
み
」
を
注
意
せ
ね
ば
た
ら
泊
。
仕
入

れ
ム
も
要
素
費
用

F

も
、
右
側
に
加
b
G
た

c
c
E唱
匹
。
任
命
『
中
。
E
E
-
m
m
こ
の
た
め
白
経
費

』
M

様、E
を
含
む
と
と
に
、
左

Z
の
で
あ
る
。

と
の
場
合
、
右
側
の
棚
却
資
産
Dl
増
加

も
固
定
者
産
の
今
期
の
維
持
増
強
も
、
恐
ら
く
、

れ
モ
の
購
λ
原
慣
に
よ
古
て
評
債
さ
れ
呂
で
あ
ろ
う
。

記
続
的
に
し
る
せ
ば
、

な
晶
、

そ
れ
は
』
コ
+
同
お
に
等

Net Profit 

し
い
で
あ
ろ
う
。
己
の
場
合
に
は
、
も
と
の
狽
益

計
算
書
に
く
ら
べ
て
、
と
の
擁
充
の
結
果
、
左
右

雨
側
陀
等
額
の
も
の
が
附
け
加
わ
る
だ
け
で
あ
る
。



し
た
が
っ
て
、
残
飴
と
し
て
の
純
益
金
は
、

己
白
旗
充
に
よ
っ
て
少
し
も
か
わ
ら
す
、
も
と
の
損
益
計
算
書
に
む
け
る
大
さ
が
、

本

の
ま
ま
‘
ま
た
と
ど
に
あ
ら

b
れ
る
己
と
に
な
る
。

そ

e
こ
り
勲
、
ケ
イ
ン
ズ
自
身
白
純
益
金
白
取
扱
い
と
闘
運
し
て
、
若
干
由
控
意
を
附
け
加
え
よ
う
。

l
lケ
イ
ン
ズ
は
企
業
自

Z
E
喝
さ
宮
を

A
1
〔、+捻ー+3
で
定
義
し
て
い
る
。
の
ち
に
の
4

る
主
う
に
、
思
UH、A
M
A
言
、

E
工
主
で
あ
る
か
与
、
結
局

-
H
r
J
Z
F
-
o
r
F
E
J
Z
r
o
問
。
苫
自

EJEmn
川
A
l〔

3
8主
昌
+
百
十
A
H
A
S
2
b
+氏
、

+
3

と
な
る
。
こ
こ
に
戸
(
例
え
ば
、
設
備
の
維
持
靖
強
に
使
っ
た
捗
働
者
へ
の
野
質
支
梯
い
)
を

d

o
た
め
目
線
費
に
猿
え
た
こ

k
は
、
明
か
但

ケ
イ
シ
ズ
の
遁
失
で
あ
り
、
取
陣
い
て
考
え
る
自
が
歪
常
で
あ
る
。

ιこ
ろ
で
か
よ
う
に
戸
さ
へ
取
陪
け
は
、
と
の
ケ
イ
ン
ズ
由
「
純
盆
」
な
い

し
「
純
所
得
」
は
、
差
営
り
先
ず
、
普
組
目
損
鏡
計
算
書
(
表
的
ニ
の
純
益
金
に
同
ヒ
い
。
き
ち
に
、
そ
白
上
忙
な
布
、
棚
卸
安
産
自
晴
加
担
よ

F
固
定
設
備
心
維
持
噌
頚
山
静
慣
に
つ
い
て
上
記
の
よ
う
な
前
提
が
hm
た
さ
れ
る
場
合
に
は
、
今
明
か
に
し
た
1

と
う
り
、
そ
れ
は
「
横
指
さ
れ
た

損
益
計
算
書
」
(
表
8
)

の
そ
れ
与
も
同
ヒ
い
こ
左
忙
な
る
。
も
ワ
と
も
、
ケ
イ
ン
ズ
自
身
が
こ
う
い
う
評
債
方
法
を
前
提
し
て
い
る
と
い
う
融

置
は
な
い
。

「
使
用
者
費
用
」
に
つ
い
て

白
一
製
遁
・
政
責
に
費
消
し
た
そ
れ

』
U
S
2
5
E
ム
く
む
が
、
し
か
し
、
撃
に
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
棚
卸
費
産
白
増
加
や
聞
定
設
備
の
維
持
増
強
に
充
て
ら
れ
た
、
他
企

業
か
ら
の
仕
入
れ
り
を
も
ふ
く
ん
で
い
る
。
「
一
企
業
者
の
他
の
企
業
者
に
劉
す
45
支
向
(
ム
)
の
或
る
部
分
は
、
彼
自
身
D
設
備

に
劃
す
る
彼
白
経
常
投
資
の
債
低
(

I

)

に
よ
っ

τ相
殺
さ
れ
、
そ
の
残
額
が
〈
生
産
諸
要
素
に
支
掛
っ
た
総
額
に
附
け
加
え
て
‘

ケ
イ
ン
ズ
の
場
合
、
他
企
業
か
ら
の
仕
入
れ
ム
は
、
も
ち
ろ
ん
、
該
期
間
の
寅
上
製
品

A

ノ

彼
白
買
っ
た
産
向
物
の
た
め
に
彼
が
、

εれ
だ
け
犠
牲
を
費
さ
ね
ば
な
ら
訟
が
っ
た
か

V
E
示
す
」
(
ヲ
邑
)
と
い
う
ケ
イ
シ
云
自
身

の
言
葉
忙
よ
っ
て
と
の
と
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ま
た
、
彼
の
所
論
白
金
慨
に

b
た
ワ
て
乙
の
著
恕
が
見
ら
れ
る
。

ケ
イ
y
d
A

の
費
用
問
式

第
宍
十
九
巻

七

第
一
・
ニ
蛾

七



$ 

1 

ケ
イ
ソ
ズ
の
費
用
岡
式

第
六
十
九
巻

J、
第
一
二
一
揖

i¥ 

要
素
費
用
F
に
う
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

「
介
析
の
如
何
在
る
段
階
に
暑
い
て
も
、
要
素
費
用
を
、
費
ら
れ
た
製
品
と
保
持
さ
れ

て
い
る
設
備
と
の
問
に
、
振
分
け
る
と
と

(
E
m
-
-
2
2
Z
E
2
2
5
2
2
p
m
t
m
E
Z
Z
E
E
l
F
O
S
S
F
Z
5
5

Z
B
E
E
)
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
必
要
で
と
と
い
う
利
A

在
、
わ
れ
わ
れ
に
は
抽
閲
さ
れ
て
い
弘
」

(13と
い
う
ケ
イ
シ
ズ

閏
身
。
言
葉
か
ら
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
、
喪
上
製
品
白
た
め
の
要
素
費
用
L

『
(
言
、
と
ど
と
資
本
設
備
の
た
め
の
要
素
費
用

F
と
を
、

ケ
イ
ン
ズ
，
は
、

一
括
し
て
要
素
費
用
F
で
あ
ら
わ
L
て
い
る
の
で
あ
る
。

市
も
う
と
も
、
後
で
白
べ
る
よ
う
に
、
ケ
イ
ン
丈
自
身
、
こ
の
一
利
益
を
泊
い
過
ぎ
て
、
却
っ
て
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
。

(
一
)
期
間
中
の
販
費
製
品
白
た
め
の
経
費
だ
け
で
左
〈
、
棚
卸
-
資
産
の
増
加
干
固
定
設
備
白
維

持
増
強
D
た
め
白
経
費
を
も
併
せ
考
え
て
語
り
、
し
か
も
(
一
己
雨
者
を
一
括
し
た
形
ち
で
さ
ま
ざ
ま
な
費
用
範
酵
を
工
夫
し
て
い

る
。
と
れ
ま
で
そ
例
え
ば
A
-
マ
ー
シ
ャ
ル
が
代
表
的
に
展
開
し
た
土
う
な
惇
統
的
費
用
問
式
は
、
大
慨
に
砕
い
て
、
普
通
の
原

か
よ
う
に
し
て
ケ
イ
ン
ズ
は
、

債
計
算
・
普
湿
の
損
徒
計
算
書
ロ
を
そ
の
ま
ま
の
形
ち
で
念
頭
忙
置
い
て
い
る
か
ら
、
と
れ
と
針
比
し
て
、
ケ
イ
ン
ズ
の
費
用
図
式
の

一
般
的
特
徴
を
上
記
の
耕
民
求
め
る
と
と
が
で
き
ょ
う
。
賢
際
ま
た
、
彼
白
費
用
闘
式
が
普
題
白
そ
れ
と
可
成
り
勝
手
が
遣
い
、
そ

の
た
め
、
必
中
し
も
取
扱
い
易
く
左
い
理
由
白
一
。
も
、
と
む
相
遣
に
あ
る
と
言
え
る
。

と
白
一
般
的
特
徴
を
正
面
に
押
し
出
し
、

さ
ら
忙
、
園
長
所
得
論
と
白
関
連
を
示
す
た
め
に
、
ケ
イ
V

ズ
白
費
用
闘
式
は
前
節
に

い
わ
ゆ
る
「
抜
充
さ
れ
た
損
益
計
算
書
」
を
背
景
忙
置
〈
、

と
わ
れ
わ
れ
は
言
語
う
。
賢
際
、
と
う
い
う
「
擁
充
さ
れ
た
損
益
計
算

書
」
を
た
え
や
背
景
に
置
い
て
考
え
る
と
と
忙
よ
っ
て
、
彼
白
費
用
園
式
P
内
容
は
、
或
る
程
度
、
捉
え
や
す
い
も
む
と
な
る
よ
う

に
ゐ
も
わ
れ
る
。

さ
て
、

ケ
イ
Y

ズ
の
費
用
岡
式
の
内
容
に
立
入
っ
て
芳
え
る
と
、
そ
と
で
一
番
厄
介
な
白
は
、

い
う
ま
で
も
左
〈
、
あ
り
「
使
用
h
胞



• 
者
費
用
」
(
国
語
司

2
5
0概
念
で
あ
る
。
私
は
ζ

と
に
、
と
凸
概
念
に
つ
い
亡
も
、

い
ま
銭
べ
た
よ
う
な
立
場
か
ら
、
「
抜
充
さ
れ

た
損
議
計
算
書
」
を
背
景
陀
お
い
て
、
そ
の
珂
解
を
と
と
ろ
み
た
い
と
辛
も
う
。
ケ
イ
ン
ズ
に
お
け
る
「
使
用
者
費
用
L

の
定
義
は
、

ケ
イ
ン
ズ
自
身
が
「
一
般
理
論
」
に
記
し
て
い
る
彊
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
慨
ど
う
い
う
意
味
内
容
を
も
う
か
。
上
記
の

ケ
イ
シ
ズ
費
用
理
論
の
一
般
的
特
徴
を
背
景
に
沿
〈
と
ん
」
に
よ
っ
て
、

と
り
概
念
の
意
味
内
容
を
、
或
る
程
度
、
明
か
に
で
き
る
よ

う
に
K
M
も
わ
れ
る
。
以
下
本
節
で
と
の
設
明
を
と
と
ろ
み
た
い
。
た
だ
、
使
用
者
費
用
そ
白
も
の
の
説
明
に
先
立
っ
て
、
問
題
の
整

理
の
た
め
に
、
前
以
っ
て
若
干
白
旗
備
的
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
先
占
?
と
の
課
備
的
注
意
主
、
便
宜
上
、
=
一
段
に

b
か
つ
て
、
の
ぺ

て
ゆ
と
う
。

使
用
者
費
用
白
分
解
。
』
m
H
』困《
S
2
b
+
』
〉
£
H
』
困
苦
旦
旦

+
R
I
l
l

前
節
で
わ
れ
わ
れ
は
、
「
他
企
業
か
ら
白
仕
入
れ
」
ん
を
と

;
f
rと
に
区
別
し
た
。
ケ
イ
ン
ズ
白
費
用
闘
昔
、

う
分
解
を
前
提
し
な
い
と
と
を
特
徴
と
し
、
し
か
も
そ
れ
は
理
由
の
な
い
と
と
で
は
在
い

( 

ー
) 

と
う
い

(
恐
ら
4
2
2
0
E
B
o
o
m
E
E
E
σ
r
T
E

富山
R
R
E
4〕
m
R
B
E昼
間
官
。
Z
2
3
門
下
宰
〕
を
意
閣
し
七
い
ゐ
の
で
あ
ろ
う
)
。
け
れ
E
も
、
し
か
し
そ
れ
で
は
や
は
り
事
態
が
見
透
し
に

.. 。

〆
、
し
w

一
庭
、
普
通
の
原
債
計
算
が
前
提
し
て
い
る
上
う
佐
、

A
O
と
り
分
解
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
話
を
進
め
る
。

ケ
イ
ン
ズ
が
指
摘
し
た
よ
う
左
問
題
が
あ
る
と
と
を
忘
れ
き
へ
し
在
ゆ
れ
ば
、
概
念
白
内
容
を
は
ヨ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ

と
と
で
は
、

で
一
向
差
支
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
、
か
よ
う
に
』
回
言

2
b
が
b
b£
と
す
る
と
、
ケ
イ
ン
ズ
白
い
わ
ゆ
る
使
用
者
費
用
ω
?を
こ
う
白
部
分
に
匝
別
ず
る

己
と
が
で
き
る
。

ケ
イ
y
ズ
旧
費
用
圃
式

第
六
十
九
巻

:Jr. 

第
一
・
=
腕

九



ケ
イ
ン
ズ
の
費
用
圃
式

第
六
十
九
巻

O 

第
一
・
二
掠

O 

先
宇
、
併
用
者
費
用
は
長
言
、
~
ど
を
、
そ
っ
く
り
そ
O
ま
ま
、
含
ん
で
い
る
。
人
陣
M
A

宮
主
旦
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
責
上
製
品
に

特
化
し
た
原
料
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
、
生
産
白
決
意
に
も
と
歩
い
て
生
産
に
要
し
た
費
用
、
し
か
も
、
要
素
費
用

に
麗
し
な
い
費
用
と
し
て
、
使
用
者
費
用
に
含
ま
れ
る
と
と
は
、
明
か
で
あ
る
。

し
か
し
使
用
者
費
用
と
し
て
厄
介
な
の
は
、
今
一
つ
白
部
分
、
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
い
わ
ゆ
る
「
減
債
的
使
用
者
費
用
」
友

u' 

い
し
「
第
一
女
的
減
俣
(
償
却
費
)
」
と
し
て
、
減
債
償
却
。
構
成
要
素
止
な
る
と
と
ろ
白
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
己
れ
を
が
で
現
そ

う
。
賓
は
、
使
用
者
費
用
と
し
て
問
題
仕
の
は
、
上
記
の
よ
う
友
原
料
的
使
用
者
費
用
炉
官
主
主
で
は
在
〈
、
と
の
減
債
的
使
用

者
費
用
，
M
で
あ
り
、
ケ
イ
ン
ズ
宙
身
「
使
用
者
費
用
」
と
い
う
場
合
も
大
祇
と
の
誠
債
的
使
問
者
費
用
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

事
乙
れ
iE
「
第
一
主
的
減
傾
却
費
」
と
呼
ん
記
の
は
、
ケ
イ
ン
ズ
で
は
、
品
開
積
償
却
の
乙
の
構
成
部
分
が
直
接
費
官
E
n
r
S
F
K
参
加
す
る
の
に
封

し
て
、
減
債
償
却
費
目
今
一
円

J

白
部
分
は
補
足
的
自
℃
1
R
u
m
p
g
岡
崎
第
二
式
的

E
ロI
句
ロ
国
初
な
間
接
費
L
4

考
え
ら
れ
之
い
る
か
ら

τあ
る
。
乙

的
貼
な
和
後
越
を
見
ょ
。

そ
れ
で
は
己
の
減
債
と
し
て
の
使
用
者
費
用
ザ
主
は
如
何
な
る
も
の
か
。
そ
の
測
り
方
が
使
用
者
費
用
の
定
義
の
核
心
を
な
し
、

そ
と
に
ζ
そ
使
用
者
費
用
の
問
題
の
中
心
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
に
進
む
前
に
、
そ
の
一
般
的
背
景
と
し
て
、
期

首
と
期
末
と
の
聞
の
費
本
設
備
の
慣
値
公
費
動
を
ケ
イ
Y

ズ
自
身
ど
う
取
扱
っ
て
い
る
か
、

ζ

れ
を
日
却
で
老
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

(
二
)
、
期
間
中
の
資
本
債
依
白
費
動
の
分
析
。
泊
。
門
む
l
(ト
*
+
『
J
〕

H

丘
E
E二
。
宮
司
+
可

IZ「
|

或
る
企
業
が
期
肯
に
六
十
億
園
の
憤
位
の
あ
る
安
本
設
備

(BEPH
。
官
官
ロ
百
四
)
を
も
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
期
末
に
は
、

そ
れ
が

五
十
億
固
に
た
っ
た
。
期
間
中
、
十
億
固
だ
け
の
偵
値
減
少
を
生
じ
た
。

と
の
の
。
む
(
に
仁
し
、
伊
は
資
本
設
備
の
期
首
の
償
宿
、

C

は
そ
の
期
末
の
債
値
、
何
れ
も

E
F
E
H
の
値
)
を
ど
う
取
扱
円

J

売
ら
よ
い
か
、

と
の
分
析
む
た
め
の

-
G
m
u
概
念
要
具
と
し
て
考
案
さ



れ
た
の
が
、
上
記
の
減
債
的
使
用
者
費
用
d
な
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
し
て
、

使
用
者
費
削
に
つ
い
て
は
、

そ
の
脊
景
と
し
て
こ
の
償
侠
減
少
の
B
l
む
に
針
す
る
ケ
イ
ン
ズ
白
取
扱
い
が
問

題
と
な
る
。
ケ
イ
ン
ズ
は
と
れ
を
、
・
弐
の
通
b
、
=
一
つ
の
部
分
に
分
っ
た
。

第
一
は
‘
非
自
裂
的
に
し
て
議
見
で
き
な
い

(
5
4
3
-
5
5
4
5品
目
ロ

F
Z
B
P
)
山
内
来
事
に
も
と
歩
く
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
〈
地
震
・

暴
風
雨
・
戦
災
な
ど
は
ζ

う
い
う
出
来
事
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

外
的
な
陳
腐
化
を
も
己
れ
に
加
え
て
い
る
。

何
れ
に
し
て
も
、

と
う
い
う
損
失

!
l
ケ
イ
ン
ズ
白
い
わ
ゆ
る
。

ケ
イ
シ
ズ
は
と
の
他
、
市
場
債
格
の
不
測
の
境
動
、
例

RR4町
田
島
皆
目
目
。
担

(
自
由
主
凶
-
図
。
noE岳、、
l
l
l
ほ
、
普
遁
の
減
伺
償
却
費
白
、
よ
う
に
損
益
勘
定
D
借
方
に
計
上
さ
る
べ
き
も
白
で
は
な
く
、

た
の
杭
w-v官位一日

"の円。

E
て
、
に
岡
崎
せ
し
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
便
宜
上
ζ

れ
b
u
w
で
あ
ら
わ
す
。

第
二
O
部
分
は
、
自
己
の
決
意
に
も
と
十
か
な
い
が
、
し
か
し
唱
団
見
し
う
る

Q
E己
E
z
q
F
E
ロ
Z
5
2官
。
広
島
)
設
備
慎
値
白

減
少
で
あ
る
。
い
ち
ば
ん
県
型
的
な
の
は
、
正
常
な
型
。
陳
荷
化
で
あ
る
が
、
ま
た
、
早
な
品
時
の
経
過
か
ら
生
す
る
設
備
D
老
朽

化
白
如
き
も
、
と
の
中
に
含
ま
れ
る
。
と
の
積
類
の
債
値
減
世
は
、
強
想
さ
れ
う
る
だ
け
に
‘
費
用
と
し
て
考
え
ら
る
べ
き
で
あ
り
、

資
際
ま
た
，
減
債
償
却
費
の
構
成
部
分
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
ケ
イ
ン
ズ
は
こ
れ
を
補
足
的
費
肘
(
吉
署
帝
国

B
z
q
g且
)
と
F

呼
び
、

V
で
あ
ら

b
す。

最
後
に
、
設
備
を
貨
際
に
生
産
に
使
う
と
と
か
ら
生
十
る
倒
値
減
少
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
定
の
生
産
高
の
生
産
の
決
窓
と
い
う

自
接
的
な
原
因
に
も
と
す
き
、
し
か
も
、
藤
凡
で
き
る
と
い
う
賦
で
、
前
二
者
白
何
れ
と
も
異
る
が
、
己
の
債
値
減
少
白
犠
牲
が
、

誠
領
的
使
用
者
費
用
，
切
で
あ
る
。

費
本
設
備
の
慣
値
減
少
白
原
因
の
分
類
は
、
と
れ
で
完
了
す
る
。

し
か
し
、
無
雑
作
に
わ
。

C
U
足
、
+
可
+
司
と
考
え
亡
し
ま

ケ
イ
ン
ズ
白
費
用
問
式

第
六
十
九
巷

停
一
二
一
腕



ケ
イ
ン
ズ
の
費
用
岡
式

第
六
十
丸
巻

第
一
・
=
観

ワ
で
は
な
ら
な
い
。
と
の
期
間
中
、
と
ラ
い
う
償
値
減
少
と
左
ら
ん
で
、
設
備
の
た
め
の

r
h
Zび
F
の
投
下
が
島
と
な

b
れ
、
設

備
D
恨
債
は
そ
れ
だ
け
増
加
・
恢
復
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
結
局

む。
l
(£
、
+
可
+
司
J

)

十
(
』
九
+
『
J

が
期
末
の
債
値
G
で
あ

h
o

市

ホ

1
ト
レ
ー
は
，
r
'
T
R
M
M同

E
S
4
品。国司己主
g
u
-
-
Y
を

J
n
E
R
-
E
W
骨
官
民
E
M
O
B
と

mw

を
三
。
ュ
5
4
。
4
8
2
m
g
ロ
ョ
と
呼
ん
で
い
る
。

(仏

-
F
の
出
飢
Z
R
H
m
M
D屯
言
、
語
、
旬
、
屯
hf迫号、
UEω
戸
℃
・
ヰ
回
)

ιι
山岳、

P
の
取
扱
い
に
つ
い
て
一
言
し
て
堂
q

た
い
。
棚
卸
者
涯
の
増
加
語
、
よ
び
固
定
設
備
D
維
持
増
強
白
た
め
に
、
労
働
そ
D

他
の
生
産
要
素
を
ど
れ
だ
け
使
っ
た
か
、
と
れ
を
測
る
の
が
F
で
あ
る
。
費
際
、
そ
れ
は
無
視
し
難
く
、
ケ
イ
ン
ズ
自
身
も
さ
ま
ざ

占
甲

ま
D
機
合
ほ
と
れ
を
考
慮
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
と
で
は
、
亙
れ
在
無
視
し
、

り
、
し
か
も
そ
れ
を
補
い
た
け
れ
ば
、
い
つ
で
も
補
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ヲ
日
号
と
し
て
議
論
を
進
め
る
。

話
が
簡
単
に
在

事
倒
え
ば
「
企
業
者
出
安
本
設
備
を
直
替
で
噌
顕
し
た
揚
骨
に
白
み
、
使
用
者
費
用
は
負
と
な
る
」
と
ケ
イ
y

ズ
は
い
う

Q
L
T
3
0

( 

) 

固
定
設
備
へ
の
問
題
白
集
中
|
|

と
れ
ま
で
寸
資
本
設
備
」
と
い
う
言
葉
を
再
三
つ
か
っ
た
が
、
ケ
イ
シ
ズ
で
「
資
本
設
備
」
は

J
』

E
-
g
m
E
E高
岳
丘
町
。
E

p
o
唱。〈叩
E
E
m

唱
。
ユ
む
品
、
、
と
し
て
、
固
定
設
備
だ
け
で
危
く
、
原
料
・
仕
掛
品
・
製
品
な
ど
の
棚
卸
資
産
を
も
含
ん
で
い
る
守
師
団
)
。

使
用
者
費
用
は
、
と
白
意
味
。
資
本
設
備
の
慣
値
減
少
、
し
か
も
、
そ
れ
を
生
産
に
使
召
た
た
め
生
じ
た
減
債
部
分
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
使
用
岩
費
用
(
減
償
的
使
用
者
費
用
)
は
、
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
も
考
え
う
る
。
賢
際
、
手
持
原
料
に
つ
い
で
、
持



前
市
原
料
債
格
の
騰
貴
が
抽
出
想
喜
れ
る
場
合
、
企
業
者
は
今
使
う
か
、
そ
れ
と
も
保
存
し
て
ゐ
い
て
先
で
使
う
か
、
選
揮
せ
ね
ば
な
ら

品

y
、
今
使
え
ば
、
牌
来
の
値
上
り
D
利
益
を
犠
牲
に
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
明
れ
に
と
の
場
合
、
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
も
、
使
用
に
も

と
宇
〈
減
償
、
使
泊
者
費
削
が
考
え
ら
れ
る
。

か
よ
う
に
し
て
、
使
用
者
費
用
は
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ
、
寅
際
ケ
イ
ン
正
自
身
も
こ
の
附
闘
を
立
入
っ
て
分
析
し
て
い

る
(
「
一
般
理
論
」
第
一
章
の
司
副
E
以
下
、
「
貨
幣
論
」
第
二
九
章
)
。
し
か
し
こ
と
で
は
、
そ
れ
に
も
か
か

b
ら
ナ
、
棚
卸
費
産
は
誠
償
問

使
附
者
費
用
ー
と
何
の
か
か
わ
り
も
な
く
、
使
用
に
も
と
十
〈
誠
似
は
固
定
設
備
に
長
い
亡
し
か
起
ら
な
い
、
と
し
て
話
を
栓
め
る
。

こ
の
問
題
の
限
定
は
、
定
常
な
終
隣
の
扶
態
を
前
提
し
、

J
E
H
E
P
-

な
使
用
者
費
用
だ
け
を
問
題
と
す
る
、
、
と
官
い
か
え
亡
も
よ

い
示
。
何
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
問
題
は
、
日
頃
わ
れ
わ
れ
が
扱
い
な
れ
て
い
る
、
あ
の
回
定
設
備
の
械
慣
と
い
う
問
題
に
合

ま
れ
る
と
と
忙
な
り
、
事
態
は
著
る
し
イ
見
透
し
易
〈
な
る
。

と
こ
ま
で
問
題
を
整
理
し
て
く
る
と
、
使
用
者
費
用
の
概
念
の
巴
泌
を
明
か
に
す
る
乙
と
は
、
可
成
り
容
易
で
あ
る
。

上
記
の
通
り
、
わ
れ
わ
れ
は
同
定
設
備
だ
け
に
問
題
を
集
中
す
る
。
と
の
同
定
設
備
に
ワ
い
℃
、
そ
れ
を
生
産
に
使
っ
た
こ
と
か
ら

生
宇
る
そ
り
減
債
部
分
を

l
l陳
情
化
や
時
の
経
過
に
も
と
十
〈
減
傾
(
償
却
費
)
の
計
算
と
切
離
し
て

l
lど
う
捉
え
た
ら
よ
い
か
、

E
れ
が
(
減
債
的
)
使
附
者
費
川
の
問
題
で
あ
る
。

船
は
九

ヶて
イe ノL
Y 慌

J 園
曲目

〆誓慣
而 イ直
員 E

も
っ
と

す
る

例
を
あ
げ
て
問
題
を
設
明
し
よ
う
。

今
こ
と
に
、
期
首
千
億
図
の
一
債
依
を
も
う
た
舶
が
あ
り
、
期
間
中
使
用
し
、
戸
と
し
ご

O
回
四
億
国
投
じ
、
期
末
に
沿
い
て
そ
の

A
 rに

よ
る
緩
和
を
剥
い
で
、
い
わ
ば
裸
か
で
と
白
期

一一一一

(
上
記
の
遁
b

、特H
H
。
と
す
る
)
。

結
甲
大
一
十
九
巻

第
一
・
二
競



GO=10， G=9.8， A町=0.4，G'=9.7， ，B'=0.'2 

ケ
イ
ン
ズ
泊
費
用
捌
式

第
六
十
九
巻

四

第
一
二
一
旗

四

問
中
の
と
り
船
。
債
値
の
低
下
主
計
算
す
れ
ば
、
明
か
に
そ
れ
は
S
I
S
-∞
l
-
S
H
-
∞
億
閏
?
あ
る
。
し
か
し
、

と
の

0
・
六
億
岡
を
全
部
使
用
陀
も
と
A
Y
く
誠
債
と
見
て
し
ま
う
と
と
は
で
き
な
い
。
(
そ
の
中
じ
は
y
や
庁
に
腐
す
べ
き

も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
)
ロ
そ
れ
で
は
そ
り
う
ち
、
使
用
に
も
と
十
〈
減
債
(
減
債
的
)
使
用
者
費
用
は
-
慨
ど
れ
だ
け
に

な
る
か
。

「
使
わ
な
か
っ
た
場
合
と
比
べ
れ
ば
よ
い
。
」

ケ
イ
ン
ズ
は
と
う
考
え
る
。

仮
り
に
も
し
上
記
の
般
を
繋
船
し
た

と
す
れ
ば
、
繋
給
費

0
・
二
億
開
宴
し
て
、
期
末
忙
沿
い
て
般
は
九
ー
・
七
億
周
の
債
値
を
保
う
と
す
る
。
と
白
未
使

用
白
場
合
に
長
け
る
期
間
中
白
減
債
を
、
や
は
り
繋
般
費
D
支
出
に
よ
る
媛
和
主
抜
い
て
、
計
算
す
れ
ば
‘

S

S

4

l
-
e
H
C
叩
億
闘
で
あ
る
。
そ
と
で
、
使
っ
た
場
合
と
使
わ
な
か
っ
た
場
令
と
を
比
べ
て
見
る
。

方
が
減
慣
が

0
・
一
億
固
た
け
大
昔
い
。
と
れ
が
、

0
・
六
億
困
の
般
白
減
債
の
う
ち
、

使
っ
た
場
合
。

使
う
た
た
め
に
生
じ
た
減

と
の
場
合
。
減
債
的
使
用
者
費
用
d
で
あ
る
。

上
記
白
計
算
吃
記
続
的
に
表
現
し
上
う
。

今
繋
船
費

0
・
二
億
闘
に
詰
る
も
白
を

y
、
そ
の
場
合
白
期
末
D
賠
償
九
・
七
億
固
に
嘗
る
も
の
を
U
と
し
よ
う
。

慣
部
分
で
あ
る
。

と
れ
が
、

減
慣
的
使
用
費
用
，
u
は

£、

H
〔令。
1
(
む
l
』
~
)
〕
l
〔
C
-
ー
(
む
、

l
旬、)〕

目
〔
む
、

l
旬、〉

l
(む
l
』
九
)

で
興
え
ら
れ
引
。



w 

-
v 

A，' 
..C'-B' 

u' 

〔一一懸綿一例〕

扇長
末使
の用

?1 
使用者費用なよび投資白定義(ただL P'~O)

宏
、
の
分
解
〕

G 

，GO GO 

ケ
イ
ン
ズ
申
費
用
聞
式

G-A1* 

'
E
 

〔
期
首
白
朕
態
〕

l
s
圃

本
も
フ
と
も
、
こ
四
町
、

i
b、
。
ケ
イ
ン
ズ
自
規
定
は
、
も
っ
と
と

ま
此
砕
い
聞
膚
を
ふ
〈
ん
で
い
る
。
使
わ
な
か
っ
た
場
告
の
設
備
の

期
末
の
慣
値
，
f
は
一
般
的
に
は
、
保
存
費
用

y
を

L
づ
か
り
か
け

る
ほ
ど
、
大
き
〈
な
る
。
じ
か

L
、

f
が
大
き
〈
な
っ
て
も
、
そ

の
た
晶
佐
ゲ
が
不
釣
合
に
大
き
{
な
れ
ば
、
無
意
時
で
あ
る
。
ケ

イ
ン
ズ
此
そ
の
最
誼
酷
を
と
っ
て
、
そ
れ
を

F
F
と
す
る
。
し

た
が
ワ
て
、
町
、

h
、
は
、
ケ
イ

γ
ズ
に
よ
れ
ば
、
「
資
本
設
備

が
d

p
生
産
に
使
わ
れ
な
か
っ
た
と
し
た
場
合
、
前
期
か

b
保
持

さ
れ
て
鼎
た

T
あ
ろ
う
棄
本
設
備
泊
五
時
四
慣
値
由
う
ち
、
そ
の

極
大
な
る
も
の
」
の
で
あ
る
。

事

第
六
十
九
轡

五

事
一
・
=
蛇

ず

2 

日

間

五



J U

ゲ
イ
ン
ズ
自
費
用
園
式

第
六
十
九
巻

六

第
一
・
=
掠

穴

今
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
減
領
的
使
朋
者
費
用
，
切
だ
け
を
考
え
て
き
た
。
し
か
し
使
用
者
費
用

u
は、

と
の
他
に
な
身
、
原
料
的
使
用

者
費
用
』
(
5
2昌
を
合
む
か
ら
、

と
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
と

S
H求、
I
T
』〔
E
2
2

目
(
泊
、
l
回、
)
l
(
む
l
』
九
)
+
』
凶
事

2
2

H
(
泊
、
ー
回
、
)
l
(
む
1
』
岡
)

〔
.
・
.
』
コ
+
』
、
E
2
2
H』
M
〕

事

と
在
る
。
ケ
イ
ン
ズ
が
使
問
者
費
用
に
興
え
た
定
義
は
こ
の
形
ち
の
も
の
で
あ
る

f
E
)
。

*
さ
き
に
た
と
わ
っ
た
ぷ
う
に
、
件
目
。
と
す
お
れ
ば
、

ζ

内
定
義
は
こ
れ
で

ν
ぃ
。
し
か
し
ケ
イ
ン
ズ
の
よ
う
に
冒
〉
②
の
場
骨
に
は
、
こ
の
定

義
は
使
用
者
費
用
ω
精
神
に
一
致
し
た
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
宅
止
の
「
h
J
I
(
q
I
b
1
3
)
と
い
う
克
散
さ
る
ベ
き
で
あ
り
、
そ
れ
で
始
め

て

:ss官
ユ
邑

p
m
岳
自
問
。

E
H宮
島
自
唱

E
F
0
2
Z
ι
z
z
G
b
E
;
R
F
m
E品
。
ご
宮
唱
号
己

E
E
E
t
E
d
Z
F
E
首

Z

E

F
ぬ
げ
品
E
U
E
m
司
V
E
H
Z
品
目
件
。

F
0
4
0
H
E
E
4
。R
E
C
E
止
F
m
E
C
4同
E
E
E
M
U
E
品
目
凹

Z
E
Z即日
Mmnyg
官
。
昏
遣
と
い
う
劃

き
定
議
に
も
一
致
す
る
こ
と
に
社
る
c

ケ
イ

Y

ズ
の
費
用
園
式
の
一
意
義

ケ
イ

Y

1

0
費
用
倒
式
は
、
わ
れ
わ
れ
の
い
わ
ゆ
る
「
搬
挺
さ
れ
た
飢
盆
計
算
書
」
を
背
景
に
も
つ
た
め
に
、
体
統
的
費
用
岡
式

に
く
ら
べ

τ、
一
一
府
自
然
に
、
闘
民
所
得
の
循
環
同
式
に
結
び
円

J

〈
。
賀
際
ま
た
、
そ
れ
が
凶
民
所
得
諭
の
最
近
の
展
開
の
一
つ
の

機
縁
と
な
う
た
と
と
は
、
周
知
の
と
う
り
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
企
業
の
活
動
を
園
民
所
得
の
形
成
に
直
ち
に
連
絡
す
る
離
に
沿
い

て
、
彼
白
費
用
闘
式
は
技
却
し
難
い
意
義
を
も
っ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ね
。

事
上
面
目
農
に
も
と
ず
い
て
、
企
業
心
正
陣
生
産
高

4

・
Z
E
E
f昌
広
創
出
自
己

2
・
n・盟加
C
F
h
E
E
S
W
2
A
¥
、車
3
3
E
V
E
L
V
笥
)



を
許
算
し
よ
う
a

先
ず
企
業
U
E
昧
生
産
高
同
定
義
に
よ
っ
て
、

z
a
c
E哩
旦
。
一
崎
戸
田
川
目

H-一目。
-
E
A
+
同
日
E
Z
4
H
R
8
m
m
m
+
E
E
M
r
d
E
B
Z色
町
』

E
耳
目
面
神

C
H
E
M且
開

aa唱
HMHEm-
百
E
島
由
自
同
司
自
c
F
R
F困
問
、
昨

+
巴
昔
日
E
M
o
n
t
+
3

H
(、λぬ!、
λふ向β恒乙
)
+
Z巳

E
宝=。肌弘岳件c同

H

と
b
る
。
(
た
だ
し
過
大
償
却
も
遁
小
償
却
も
な
〈
、
償
却
費
は
正

L
t
見
積
ら
れ
て
い
る
と
す
る
)
。
と
と
る
で
、
表
3

に
お
い
て
、
左
制
自
諸

項目
U

和
と
右
側
の
諸
項
心
和
と
は
も
と
も
と
酔
と
し
い
O

で
あ
る
か
b
、
考
察
を
左
側
に
う
っ
せ
ば

ー
】
司
凶
作
問
。
同
。
。
氏
、
十

za
司
自
白
骨

と
た
る
。
乙
旧
関
係
を
一
切

ω
企
業
に
つ
い
て
総
計
す
れ
ば
、
ケ
イ
y
ズ
自
身
も

-mL
て
い
る
よ
う
に
、
園
民
所
得
諭
U

基
本
的
関
係
が
得
b
れ

る
。
〔
も
っ
と
も
戸
に
請
す
る
考
慮
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
J

い
う
ま
で
も
な
く
、
慣
格
形
成
過
程
に
お
け
る
供
給
側
D
分
析
白
要
具
と
し

τも
、
童
謡
で
あ
る
。
と
と

し
か
し
費
用
園
式
は
、

ろ

で

己
白
勲
、

ケ
イ
ン
ズ
の
費
用
園
式
は
ど
と
ま
で
数
果
的
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て

ζ

白
翻
貼
か
ら
見
た
場
合
、

ケ
イ
ン
ズ
の
費
用
園
式
・
供
給
分
析
忙
特
徴
的
友
黙
は
ど
と
に
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

先
、
下
、
短
期
供
給
債
格
と
長
期
供
給
債
格
と
白
区
別
を
考
え
、
さ
ら
忙
E

M

U

品
目
。

n
Sて、

J
E司
1
0日
g
g
q
E
E
3

ょ
っ

τと
の
同
D
聞
係
を
一
示
す
鮪
に
沿
い

τ、
苫
ら
に
、
限
界
費
用
と
平
均
費
用
と
の
閥
係
白
取
扱
い
に
沿
い
て
、
明
か
に
ケ
イ
V

ズ
は
マ
ア
シ
ャ
ル

O
停
統
を
つ
い
で
い
る
。
と
D
賄
、
ク
ー
ル
ノ

l
・
ワ
ル
ラ
ス
流
の
供
給
分
析
D
立
場
か
ら
い
え
ば
、
異
論
も
あ

己
こ
で
は
、

7

ア
シ
ャ
ル
白
現
韓
民
主
義
的
立
場
を
み
と
め
な
が
ら
話
を
す
す
め
た
い
。

D
概
念
に

ろ
う
が
、

ケ
イ
ン
ズ
と
と
も
に
、

か
よ
う
に
見

τく
る
と
、
結
局
、
ケ
イ
ン
ズ
の
こ
の
国
式
に
特
徴
的
た
と
圭
は
、
短
期
供
給
偵
格
を
決
定
す
る
直
接
費
主
要
素
費

用
と
使
用
者
費
用
と
D
和
と
見
、
長
期
供
給
債
格
の
決
定
に
恥
い
て
第
二
夫
的
減
債
償
却
費
Y

D
考
慮
が
加
わ
る
、
と
考
え
る
献
で

ケ
イ
y
z
p
費
用
聞
式

第
六
十
九
軸

士

第
一
二
一
雄

七



ケ
イ
ン
ズ
の
費
用
圃
式

第
六
十
九
巻

F、
第
一
二
一
競

''/¥. 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

と
り
著
限
を
中
心
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ケ
イ
ン
ズ
の
費
用
闘
式
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

何
よ
り
も
光
世
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
ね
り
は
、
要
素
費
用
心
取
扱
い
が
粗
策
在
こ
と
で
あ
る
。

(
一
)
企
業
者
利
潤
の
計
算
に
蛍
つ

て
、
費
用
側
か
ら

P
E
取
除
い
て
い
な
い
誤
謬
、
ま
た
、
今
一
)
使
用
者
費
用
。
定
義

r
h
け
る

P
D
看
過
、

ζ

う
い
ラ
離
に
つ
い

て
は
す
で
に
注
意
し
た
と
う
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
企
業
白
慣
格
政
策
の
決
定
に
参
加
す
る
要
素
費
用
が

P
E含
む
と
と
も
、
同
様

陀
謬
り
で
あ
る
。
在
る
ほ
ど
、
供
給
債
格
白
決
定
に
あ
た
っ
て
、

A

官
業
は
、
そ
の
製
附
聞
の
生
産
に
要
し
た
労
賃
額
告
白
他
は
考
慮
せ

ね
ば
な
ら
阻
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
企
業
が
目
下
建
設
中
の
設
備
白
た
め
に
居
。
て
い
る
努
働
者
へ
白
労
賃
支
梯
は
、
直
接
、
そ
れ

と
何
の
か
か
わ
り
を
も
た
ぬ
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

先
に
も
見
た
よ
う
に
、
要
素
費
用
(
古
よ
び
「
他
企
業
か
ち
り
仕
入
れ
」
)
を
守
版
賀
製
品
白
た
め
D
も
の
と
設
備
の
た
め
の
も
の
と
に

振
分
け
な
い
と
い
う
と
と
が
、
ケ
イ
ン
ズ
の
一
。
の
重
要
な
著
眼
で
あ
り
た
。
恐
ら
〈
、
と
う
い
う
要
求
を
貫
〈
に
念
な
る
齢
り
、

と
白
誤
謬
は
逆
に
、
彼
白
と
の
要
求
が
貫
き
難
い
も
の
で
あ

ケ
イ
ン
ズ
は
上
記
の
土
う
な
明
白
危
誤
謬
に
陥
う
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

る
と
止
を
示
し
て
い
る
。

ケ
イ
ン
ズ
の
供
給
分
析
で
一
層
重
要
友
の
位
、
短
期
供
給
債
格
の
決
定
要
素
(
直
接
費
)
に
第
一
弐
的
減
債
償
却
費
(
誠

慣
的
使
用
岩
費
用
)

J

U

主
加
え
て
い
る
と
と
で
あ
ろ
う
。
(
使
用
者
費
用
白
う
ち
、
長
吉

2
b
世
直
接
費
に
加
え
る
こ

t
は
常
然
で
あ
り
、
別
に

し
か
し
、

問
題
は
な
い
。
)
失
に
こ
り
鮮
に
づ
い
℃
考
て
見
た
い
。

、
¥

ケ
イ
ン
ズ
が
使
用
者
費
用
J
M
を
直
接
費
に
加
え
た
白
は
、
そ
れ
が
、
一
定
D
生
産
量
A
の
生
産
計
霊
D
決
定
に
必
然
的
に
随
伴
す

市

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
マ
ア
シ
ャ
ル
も

R
a
E
費

E同
IS--HEHC門
司

F
E
こ
を
直
接
費
白
一
項
目
と
し
て
い
る
が
、
こ
白
世
間

E
一
歩
前
進
さ
せ
た
ケ
イ
ン
ズ
の
分
析
は
た
し
か
に
一

G

D
有
力
友
試
み
と
い

b
ね
ば
な
ら
泊
。



，F
冨
p
a
z
=
一
旬
、
、
理
念
HaA¥
同
へ
言
。
き
3
E
H
w
m
F
可・

ω
2・

し
か
し
1

と
と
で
忘
れ
丈
な
ら
胞
と
と
は
、
短
期
と
長
期
と
の
匝
別
は
固
定
設
備
の
和
在
に
も
と
歩
く
と
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ

て
、
使
用
さ
れ
る
固
定
設
備
が

E
額
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
白
耐
用
キ
教
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
短
期
と
長
期
と
の
直
別
の
意

義
は
重
要
と
左
る
。

b
れ
わ
れ
は
と
の
親
賄
か
ら
、
使
用
者
費
問
を
直
接
費
に
加
え
る
試
み
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

最
初
か
ら
明
か
な
と
と
は
、
固
定
設
備
の
耐
用
年
数
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
と
、
誠
債
的
使
用
者
捜
m
J
U
は
相
劃
的
に
誠
少
す
る
と

と
で
あ
る
。
例
え
ば
耐
用
年
数
一
二
十
年
の
機
械
の
場
合
、
使
用
に
よ
う
て
そ
の
露
命
が
一
年
減
る
乙
と
か
ら
生
中
る
械
情
は
、
耐
用

年
数
五
年
の
機
械
の
出
場
合
、
使
用
の
た
め
命
数
が
一
年
減
る
と
と
か
ら
生
4
y
Z
減
債
に
く
ら
べ
て
、
相
封
的
に
は
る
か
に
小
さ
い
は

や
で
あ

Z
。
し
か
も
、
巨
額
を
投
じ
て
建
設
し
た
、
耐
畑
年
数
の
長
い
設
備
は
、
も
と
も
と
竪
牢
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通
で

使
別
に
止
っ
て
そ
白
書
命
が
伸
縮
す
る
と
と
も
、
そ
れ
だ
け
、
少
な
い
で
あ
奇
う
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
同
定
設
備

あ
る
か
ら
、

の
特
徴
が
濃
厚
に
現
わ
れ
る
場
合
ほ
ど
、
し
た
が
っ
て
、
短
期
と
長
期
と
白
直
別
が
大
切
な
場
合
ほ
ど
、
減
債
的
使
用
者
費
用
を
直

接
費
に
加
え
る
意
義
は
薄
ま
っ
て
く
る
。
一
官
い
か
え
る
と
、
使
用
者
費
用
を
考
え
る
ケ
イ
ン
ズ
的
同
式
と
マ
ア
シ
ャ
ル
的
友
そ
れ
と

の
距
離
は
、
賢
質
的
に
は
、

一
見
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

結

ひ

、
た
し
か
に
ケ
イ
ン
ズ
の
一
費
用
闘
式
は
幾
ヨ
か
の
新
し
い
試
み
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
ケ
イ
ン
瓦
は
、
例
の
彼
一
流
の
や
り
方
で
・

停
統
的
費
用
闘
式
止
の
相
違
を
誇
張
し
て
、
そ
れ
と
著
る
し
〈
隔
絶
し
て
い
る
か
D
よ
う
に
、
そ
れ
を
示
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
と
と

で
、
と
の
相
違
が
、
市
商
か
ら
の
樹
立
上
り
も
、
む
し
ろ
淫
績
的
推
移
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
ケ
イ
ン
ズ
の
費
肘
闘
式
は
、

ケ
イ
ン
ズ
白
費
用
問
式

静
六
十
九
巻

大a

務
一
二
一
説

九



ケ
イ
ン
ズ
の
費
用
圃
式

擦
充
さ
れ
た
掠
益
計
算
書
を
背
景
に
む
〈
と
止
に
上
つ
で
、

第
六
十
九
巻

そ
れ
と
園
民
所
得
論
と
を
結
び
つ
き
易
く
し
た
。
た
し
か
に
と
D
功
績

は
淡
却
で
き
な
い
。

O 

第
一
二
一
披

O 

し
か
し
、
使
用
者
費
用
な

E
か
ら
成
る
そ
の
内
容
に
立
っ
て
見
る
と
、
第
一
に
、
要
素
費
用
・
使
用
者
費
用
を
版
費
製
品
と
設
備

と
の
問
に
配
分
せ
宇
に
進
ま
う
と
す
る
彼
の
立
場
に
は
や
は
り
無
理
が
あ
る
し
、
ま
た
、
短
期
供
給
促
格
白
根
擦
と
な
る
直
接
費
に

減
債
的
使
用
者
費
用
を
合
め

Z
汚
え
も
、
俸
統
的
供
給
分
析
と
、
そ
れ
ほ
左
大
き
友
距
離
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
慣

る
と
は
考
え
ら
れ
た
い
。

格
理
論
ム
」
の
閥
係
か
ら
見
た
場
ム
刊
に
は
、
ケ

f
ン
ズ
の
費
用
闘
式
ほ
、

関
民
所
得
論
と
の
閥
係
か
ら
見
先
場

A

{

門
医
ど
、
成
功
し
て
い

執

筆

者

紹

介
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